
要 旨

当科にて平成16年１月から平成19年12月までの４年間に診療を行った顔面外傷症例406例について、検討

を行った。

当施設での顔面外傷症例では、10歳未満と70歳代にピークを持つ特徴的な年齢分布を示し、受傷原因として

は約６割が転倒・転落であった。

顔面骨骨折例では、手術例の占める割合は他施設での報告に比し小さかった。

全体の症例数は著明な増加傾向にあり、当地域の医療情勢の変化が少なからず影響していると考えられた。
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緒 言

形成外科では日常の診療において顔面外傷を取り扱う

機会が多く、これまで多くの統計資料が報告されている。

一方、その内容は各医療機関の地域性、診療規模の相違

などにより、それぞれの特徴が見られる。今回、平成16

年から平成19年の４年間に当院当科にて加療した顔面

外傷症例につき、集計、検討を行ったので報告する。

対象・方法

対象は平成16年１月から平成19年12月までの４年

間に顔面外傷にて当科を受診した406症例である。

性別、年齢、受傷原因等の各要素について集計し、室

蘭市の人口構成、北海道での交通死亡事故の発生状況を

踏まえ、検討を行った。

結 果

１．症例数の推移

症例数の年次推移を図１に示す。平成19年での著明な

症例数の増加が見られた。

２．性別、年齢分布

男性244例、女性162例で男女比は1.5：1であった。

年齢別の症例数を図２に、室蘭市の年齢別人口構成

を図３に示す。０～９歳の症例数が最も多く（92例、

22.6％）、次いで70～79歳（54例、13.3％）、10～19歳

（51例、12.5％）の順であった。

３．受傷原因

受傷原因の内訳を図４に示す。転倒・転落（237例、
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58.4％）が最も多く、交通事故（61例、15.0％）、次いで

スポーツ（30例、7.4％）の順であった。

４．月別症例数

月別の症例数を図５に示す。10月（57例、14.0％）が

最も多く、１月（19例、4.7％）が最も少なかった。比較

対象として、北海道での交通死亡事故月別発生件数 を

図６に示す。

５．救急搬入

救急搬入が101例（24.9％）、独歩受診が305例

（75.1％）であった。救急搬入症例のうち他部位に合併損

傷を伴っていた症例は33例（32.7％）、顔面外傷のみの

症例が68例（67.3％）であった。合併損傷部位の内訳を

表１に示す。合併損傷の部位は四肢（13例、39.4％）、頭

部（12例、36.4％）、胸部（７例、21.2％）の順で多かっ

た。

６．軟部組織損傷

縫合を要した症例が174例と最も多く、擦過傷など軟

膏治療のみで加療した症例が81例、打撲など患部の冷却

で加療した症例が32例であった。

受傷部位の内訳を表２に示す。眼周囲（62例）、額部（46

例）、口唇部（27例）の順で多かった。

７．顔面骨骨折

顔面骨骨折を伴っていた症例は92例であり、うち手術

例は23例であった。

骨折部位の内訳を表３に示す。鼻骨（45例うち手術例

９例）、頰骨（24例、うち手術例８例）、下顎骨（10例、

うち手術例５例）の順で多かった。

図２ 年齢別症例数

図３ 室蘭市年齢別人口構成

図４ 受傷原因
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考 察

１．症例数の推移

室蘭市の人口は平成17年１月末で100263人、平成19

年12月末で97569人であり、漸減傾向にある。にもかか

わらず、顔面外傷症例数は単調増加傾向にあり、特に平

成19年に入ってからの急激な増加が際立っている。

その背景として、当地域の医療情勢の変化による影響

が挙げられる。平成19年１月より当地域において脳神経

外科医が常勤する総合病院は当院のみとなっており、頭

部外傷患者が多数当院へ搬入されることとなった。顔面

外傷症例が急激に増加した原因の一つとして考えられ

る。

２．性別、年齢分布

男女比は1.5：1であった。緒家の報告例 では2：

1～3：1というものが多く、男性が多いという点では同

様であるが、その比率の差は比較的小さい。

年齢分布では、10歳未満および70歳代にピークを持

つ２峰性分布を示していた。室蘭市の人口構成としては

平成20年１月末で10歳未満が6.5％、70歳代が15.1％

と症例数に対応する人口が極端に多いわけではない。他

施設の報告では、50歳代までの活動性の高い年代で多い

という報告が多く、この分布は当施設に特徴的であると

考えられる。

３．受傷原因

受傷原因としては転倒・転落が最多で約６割を占める

図５ 月別症例数

図６ 北海道内交通死亡事故月別発生状況

表１ 合併損傷部位

部位 頭部 頚部 胸部 腹部 四肢

例数 12 4 7 2 13

表２ 軟部組織損傷部位

部位 額部 眼周囲 鼻 頰部 口唇 下顎

例数 46 62 21 21 27 15

表３ 顔面骨骨折部位

部位 鼻骨 頰骨 上顎骨 下顎骨 鼻篩骨 眼窩壁

例数 45(9) 24(8) 9(0) 10(5) 3(1) 6(0)

（ ）内は手術例
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のが特徴である。10歳未満の若年層では活動性の活発さ

や、未熟ゆえの危機回避能力の低さが、高年齢層では老

化による反射的回避能力の低下が転倒・転落による受傷

の大きな要因となる。大都市圏の施設では、交通事故が

受傷原因として最多とする報告が多い 一方、地

方中核都市に位置する施設では当施設と同様、転倒・転

落が最多とする報告 も見られる。大都市圏と比較

し、地方では交通量が少ないこと、高齢者が人口に占め

る割合が高いことがこのような地域性を生み出している

と推察される。

４．月別症例数

全体の分布では７月から10月に多く、１月から３月は

少ない傾向であった。前述の受傷原因において、最多で

ある転倒・転落での受傷例は年間を通して多数受診して

いるが、スポーツでの受傷例に関しては、サッカー・野

球などのスポーツ合宿、試合が多数行われる夏から秋に

集中していることがその原因と考えられる。また、レ

ジャーなどでの交通外傷での受傷例が夏から秋に多いこ

とも一因であると考えられる。北海道警察本部発表の平

成19年月別交通死亡事故発生状況でも、７～11月にお

いて発生件数が多い傾向が見られている。一方、冬期間

は外出を控えるなど活動性が低下し、受傷機会が減るた

めこのような結果となったと考えられる。

５．軟部組織損傷

開放性損傷にて縫合を要した症例が多い結果となっ

た。受傷部位としては突出部が多く、他施設での報告で

もほぼ同様の傾向であった。転倒の際に受傷する部位と

しては矛盾しない結果と考えられる。

６．顔面骨骨折

全骨折例92例に対し、手術例は22例（23.9％）であっ

た。骨折部位としては鼻骨・頰骨が多く、他施設での報

告とほぼ同様であるが、他施設では手術例の割合は40％

～80％と報告されているものが多く 、当施設では

他施設での報告と比較して手術例の占める割合は低い。

特に鼻骨で非手術例が多いが、高齢であり、整容的改善

を希望しない症例が多いことがその要因と考えられる。

若年者においても、特にスポーツでの受傷例では、遠征

時の受傷のため地元での加療を希望し当院での加療を希

望しない例や、仕事が休めない、スポーツの試合が近い

などの理由により手術に伴う入院期間を嫌い、手術を希

望しない症例が多く見られた。一方頰骨骨折においては、

高齢者の自宅・および施設内での転倒による受傷が多く、

開口障害などの症状を認めず、手術適応となる症例が少

なかった一方、若年者では交通事故や高所転落など比較

的高エネルギー外傷が多く、手術を要する例が多かった。

下顎骨骨折に関しては、下顎骨単独の骨折では歯科口

腔外科のある近隣の病院を紹介することが多かったが、

多発外傷例や、開放骨折例では当院にて観血的整復や顎

間固定での治療を行った。

結 語

当科で診療を行った顔面外傷症例について検討を行

い、当院の顔面外傷症例の特徴を示した。

１)症例数は著明な増加傾向にあり、受傷原因としては

転倒・転落が最多であった。

２)年齢分布としては10歳未満および60～80代の高齢

者が多く２峰性の分布を示した。

３)顔面骨骨折部位では鼻骨、頰骨、下顎骨の順に多かっ

たが、手術にいたる症例は他施設での報告に比し少

なかった。
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